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前号において、平成 27 年 04 月 01
日の施行された「食品表示法」食品
表示基準に定められているルールの
中から、旧食品表示制度から変更さ
れている主な内容として、右表に記
載しているうちの、①「製造所固有記
号の使用方法」、②「原材料名表示」、③
「アレルゲン表示」に係るルールの変
更について取り上げさせて頂きまし
た。そこで、本号においては引き続き、
④「栄養表示成分の義務化」、⑧「表示
可能面積が小さい食品の表示」及び、
⑨「販売される添加物の表示」に係る
ルールの変更点について取りまとめ
ると共に、食品業界における表示に
係る取組みについて、紹介させて頂
きます。

「食品表示法」食品表示基準に基づく
  食品及び添加物の表示について (2)

食品表示基準と旧表示制度の変更点

栄養成分及び熱量の表示について
は、原則として、予め包装された全
ての一般消費者向け加工食品及び添
加物への表示が義務化されました。
そして、食品表示基準では、栄養成
分及び熱量を、「義務表示成分」、「推
奨表示成分」及び「任意表示成分」
の３つに区分し規定しています。
尚、今現在は生鮮食品、業務用加工
食品及び添加物については、本表示
の義務はなく、任意で栄養成分及び
熱量を表示することは出来ますが、
その場合は、食品表示基準に規定さ
れている方法で表示しなければなり
ません。

栄養成分表示の義務化

① 製造所固有記号の使用方法
② 原材料名の表示方法
③ アレルゲンの表示方法
④ 栄養表示成分の義務化
⑤ 栄養強調表示の方法
⑥ 栄養機能食品に係るルール変更
⑦ 加工食品と生鮮食品の区分の統一
⑧ 表示可能面積が小さい食品の表示方法
⑨ 販売される添加物の表示方法
⑩ 通知等に規定されている表示ルールの
　 一部を表示基準に規定

※引用･参照元：消費者庁 新しい食品表示制度について

※引用･参照元：東京都 栄養成分表示ハンドブック

【栄養成分を表示する際の表示区分と対象成分】
表示の区分

　義務表示
【基本 5項目】

推奨表示

任意表示

対象となる栄養成分など
熱量、たんぱく質、脂質、炭水化物、
ナトリウム ( 食塩相当量で表示）

飽和脂肪酸、食物繊維

n-3 系脂肪酸、n-6 系脂肪酸、コレステロール、
糖質、糖類、ミネラル類（ナトリウムを除く）、
ビタミン類

一般用 業務用
任意義務※

一般用 業務用業務用
表示成分

基本 5項目
上記 5項目以外

加工食品 生鮮食品 添加物
一般用

任意

任意 任意
任意

任意 任意 任意 任意
任意義務※

※一部、栄養成分表示を省略出来る又は要さない食品を含む。

【栄養成分表示が義務又は任意となる食品区分】

①容器包装の表示可能面積がおおむね 30cm² 以下であるもの
②栄養の供給源としての寄与の程度が小さいもの
・熱量、たんぱく質、脂質、炭水化物及びナトリウムの全てについて、0と表示する事が出来る基準を満たしているもの
・1日に摂取する当該食品由来の栄養成分 ( たんぱく質、脂質、炭水化物及びナトリウム ) の量及び熱量が社会通念上微量である場合

③極めて短い期間で原材料 ( その配合割合を含む ) が変更されるもの
・日替わり弁当等、レシピが 3日以内に変更される場合
・複数の部位を混合しているため、都度原材料が変わるもの

④消費税法第九条第一項において消費税を収める義務が免除される事業者が販売するもの
※当分の間は、中小企業基本法第二条第五項に規定する小規模企業者が販売するものも省略可

【栄養成分表示を省略出来る又は要しない食品】

A. 表示を省略出来る食品

B. 表示を要しない食品
①食品を製造し、又は加工した場所で販売する場合
②特定又は多数の者に譲渡 ( 販売を除く）する場合

【義務表示項目のみを表示する場合の例】

栄養成分表示
[１個（○ｇ）当たり ]

熱量

たんぱく質

脂質
炭水化物

食塩相当量

○kcal

○ｇ

○ｇ
○ｇ

○ｇ

【旧表示制度からの主な変更点】



まとめ

現在、殆どの食品メーカーでは、異
物混入対策から、段ボール等の容器
包装を製造現場内に持ち込むことを
禁止している場合が一般的であり、
入荷時に段ボール等の包装容器に
入っている添加物についても、中身
を取り出し、内装の容器や小袋等の
状態で現場内へ持ち込んで使用され
たのち保管されています。このため、
内装の容器や小袋等が無地の場合、
中身が何の添加物であるのか？使用
期限内のものなのか？等の判別がつ
かず、誤投入の原因や、使用期限の
切れたものを使用する等の危害要因
に繋がってしまう事から、現場内に
持ち込まれる状態の容器包装が無地
の場合には、「商品名」、「lot№」、「開
封日」、「使用期限（又は廃棄日）」等
を入荷段階でラベリングした上で、
管理されています。
しかしながら、自社でラベリングを
行った場合、貼り間違い等のリスク
が生じてしまう事から、昨今では、
内装容器に、表示されていない添加

物については、メーカー側に対して、
表示を促し改善して貰う場合が増え
ています。又、この添加物のラベリ
ング管理方法は、納品先様から要求
される管理事項の一つになっている
のが実状です。

食品業界の表示に係る取り組み

表示可能面積が小さい食品
の表示に係るルールの変更

食品表示基準では、これまで表示可
能面積がおおむね 30cm² 以下だった
場合に省略可能であった項目のうち、
①「名称」、②「保存方法」、③「消費期限
又は賞味期限」、④「食品関連事業者
( 表示責任者 ) の氏名又は名称及び住
所」等の下記①～⑥迄の項目は新た
に省略する事は出来なくなりました。
よって、表示可能面積が 30cm² 以下
の場合であっても、下記の①～⑥迄
の項目については、必ず表示しなけ
ればなりません。

食品表示法の経過措置期間は、加工
食品及び添加物ともに、平成 32 年
03 月末迄であります。今後、新基準
に基づく表示にスムーズに切り替え
て頂くためにも、今一度、「食品表
示基準」を再確認され、自社製品の
表示の見直しや、切り替えを順次進
められては如何でしょうか。そして
法律とは別に食品業界では、食品及
び添加物の表示に係る取組みが進め
られており、法律に準拠した上で、
賞味期限の年月表示への変更や、内
装容器に表示を加えた製品の納品要
望が、今後、随時求められてくるの
ではないかと考えています。

添加物の表示に係るルールの変更

食品表示基準では、一般消費者向け
に販売される添加物について、新た
に「内容量」と、「食品関連事業者 ( 表
示責任者 ) の氏名又は名称及び住所」
の表示を、全ての添加物を対象に表
示するよう義務化されました。

又、あわせて業務用添加物について
も、新たに「食品関連事業者 ( 表示
責任者 ) の氏名又は名称及び住所」
の表示を、全ての添加物を対象に表
示するよう義務化されました。

通常、食品の消費期限や賞味期限は、
「年月日」で表示されなければなりま
せんが、賞味期限を表示すべき食品
のうち、製造日から賞味期限までの
期間が 3ヶ月を超えるものについて
は、「年月」で表示することが認めら
れています。
尚、この賞味期限の「年月」表示に
ついては、すでに大手総合スーパー
や加工食品メーカー及び飲料水メー
カー等において、その賞味期限が 1
年以上の商品を対象に、「年月日」表
示から「年月」表示への切り替えが
進められており、この賞味期限の年
月表示化については、日本政府が進
めている国内における食品ロス削減
に係る取組みの 1 つとして、関係省
庁も推奨している状況です。
この事から、今後、この賞味期限の「年
月」表示化については、食品業界全
体に広がり、ますます切り替えが進
んでいくものと予測されます。

①賞味期限の「年月表示化」 ②添加物のラベリング管理

【表示を省略する事が出来なくなった項目】

①名称
②保存方法
③消費期限又は賞味期限
④食品関連事業者 ( 表示責任者 ) の
　氏名又は名称及び住所
⑤アレルゲン
⑥L- フェニルアラン化合物である旨
　又はこれを含む旨

表示項目

義務

【該当する場合】

省略可能

※条件付き

任意

義務

・名称
・添加物である旨
・内容量
・栄養成分及び熱量
・食品関連事業者（表示責任者）の氏名
　又は名称及び住所
・製造所等の所在地及び製造者等の氏名又は名称

一般用添加物 業務用添加物

・名称
・添加物である旨
・内容量※
・食品関連事業者（表示責任者）の氏名
　又は名称及び住所
・製造所等の所在地及び製造者等の氏名又は名称

・消費期限又は賞味期限
・保存方法※
・栄養成分及び熱量※

・アレルゲン
・使用方法とその値
・成分及び重量パーセント
・実効の色名
・L- フェニルアラニン化合物である旨又は
これを含む旨
･ビタミン Aとしての重量パーセント

・アレルゲン
・使用方法とその値
・成分及び重量パーセント
・実効の色名
・L- フェニルアラニン化合物である旨又は
これを含む旨
･ビタミン Aとしての重量パーセント

・消費期限又は賞味期限
・保存方法※

・ナトリウムの量
・栄養成分及び熱量・ナトリウムの量

【添加物の容器包装に表示が必要な項目】

※条件付き


